
　
６
月
号
は
、
医
者
と
し
て
京
都

を
中
心
に
地
域
医
療
に
貢
献
し
た

田
代
勉
三
を
紹
介
し
ま
す
。

　
勉
三
は
、
明
治
25
年
４
月
15
日

に
芦
野
町
寄
居（
山
中
）の
田
代
穆
・

セ
ン
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し

た
。
父
・
穆
は
、
慶
応
元
年
に
生

ま
れ
、
明
治
17
年
に
済
生
学
舎
や

順
天
堂
医
院
で
学
び
、
23
歳
の
時

に
医
師
に
な
っ
た
人
物
で
す
。
釜

子
村
や
白
河
町
（
現
白
河
市
）、
山

中
で
診
療
所
や
眼
科
医
（
明
晴
堂

眼
科
医
院
）
と
し
て
地
域
医
療
に

貢
献
し
ま
し
た
。
ま
た
、
弟
・
郁
郎

は
芦
野
町
第
14
代
町
長
や
那
須
郡

森
林
組
合
長
な
ど
を
歴
任
し
、
妹
・

ト
イ
は
、
高
浜
虚
子
に
師
事
し
「
ホ

ト
ト
ギ
ス
の
４
S
」
と
並
び
称
さ

れ
た
、
俳
人
の
阿
波
野
青
畝
の
妻

に
あ
た
り
ま
す
。

　
勉
三
は
、
明
治
35
年
３
月
に
寄

居
小
学
校
、
同
39
年
に
白
河
高
等

小
学
校
を
卒
業
し
、
同
年
４
月
に

大
田
原
中
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。

同
41
年
に
山
形
県
の
庄
内
中
学
に

転
校
、
大
正
３
年
に
石
川
県
の
第

四
高
等
学
校
に
入
学
し
、
大
正
６

年
に
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
に

入
学
し
ま
し
た
。

　
同
大
学
卒
業
後
は
大
学
に
残
り
、

皮
膚
病
学
黴
毒
学
研
究
室
に
入
り
、

松
本
信
一
・
松
浦
有
志
太
郎
か
ら

皮
膚
科
・
黴
毒
学
・
泌
尿
器
科
な

ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
勉
三

は
、
昭
和
３
年
に
医
学
博
士
の
学

位
を
取
得
し
、
同
大
学
の
助
教
授

に
就
任
し
ま
し
た
が
、
翌
年
退
官

し
松
浦
医
院
の
院
長
に
就
任
し
ま

し
た
。

　
松
浦
医
院
は
、
松
浦
有
志
太
郎

が
京
都
市
に
開
設
し
た
皮
膚
科
・

泌
尿
器
科
の
医
院
で
し
た
。
松
浦

の
社
会
活
動
（
禁
酒
、
廃
娼
運
動

な
ど
）
の
多
忙
さ
、
高
齢
、
勉
三

が
松
浦
の
娘
と
結
婚
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
勉
三
が
院
長
を
引
き

継
ぎ
ま
し
た
。
勉
三
は
昭
和
49
年

に
亡
く
な
る
ま
で
、
松
浦
医
院
を

経
営
す
る
と
共
に
、
昭
和
14
年
に

は
京
都
施
薬
院
院
長
（
現
京
都
市

立
病
院
）
を
兼
任
す
る
な
ど
、
京

都
市
内
外
に
お
け
る
地
域
医
療
に

貢
献
し
ま
し
た
。

　
ま
た
勉
三
は
、
寄
居
小
学
校
や

芦
野
小
学
校
に
オ
ル
ガ
ン
や
ピ
ア

ノ
、
顕
微
鏡
な
ど
を
寄
付
し
、
郷

里
の
教
育
水
準
を
高
め
る
活
動
に

も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
生
涯
を
通
し
て
地
域
へ
の
貢
献

を
貫
い
て
き
た
勉
三
の
姿
は
、
現

在
の
社
会
に
も
通
ず
る
も
の
が
あ

る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

※

肖
像
写
真
は
、『
那
須
郡
市
医

師
会
の
あ
ゆ
み
』
よ
り
引
用
。

▼
問
合
せ　
那
須
歴
史
探
訪
館

　
☎
74‐

7
0
0
7

　
「
人
権
」
と
い
う
言
葉
か
ら
何
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
で
し
ょ
う
か
。「
大
切
な

も
の
」、「
難
し
い
」
な
ど
印
象
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
「
誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら

に
持
っ
て
い
る
、
人
間
ら
し
く
、
自
分

ら
し
く
生
き
る
権
利
」
を
い
い
ま
す
。

そ
し
て
、
人
権
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

う
活
動
や
相
談
を
受
け
る
民
間
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
を
人
権
擁
護
委
員
と

い
い
、
那
須
町
で
は
5
名
の
委
員
が
活

動
し
て
い
ま
す
▼
活
動
の
ひ
と
つ
に
人

権
の
花
運
動
が
あ
り
ま
す
。
町
内
の
小

学
校
を
訪
れ
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど

の
苗
と
「
人
権
の
花
」
と
書
か
れ
た
看

板
を
手
渡
し
て
い
ま
す
。
児
童
が
協
力

し
て
花
を
育
て
る
こ
と
を
通
じ
、
命
の

大
切
さ
や
、
相
手
を
思
い
や
る
心
を
育

む
た
め
の
運
動
で
す
。
毎
年
6
月
1
日

が
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
運
動
も
毎
年
6

月
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
高
久

小
学
校
で
実
施
さ
れ
、
児
童
は
思
い
や

り
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
話
に
耳
を
傾

け
た
後
、
苗
と
看
板
を
受
け
取
り
「
大

切
に
育
て
ま
す
」
と
お
礼
の
気
持
ち
を

伝
え
ま
し
た
▼
難
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
人
権
で
す
が
、
小
学
生
の
頃
か
ら
触

れ
る
こ
と
で
、
自
然
と
相
手
の
立
場
を

考
え
行
動
す
る
心
や
思
い
や
り
の
心
を

育
て
、
生
命
の
尊
さ
、
感
謝
の
気
持
ち

を
身
に
付
け
る
一
助
と
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
小
学
校
を
訪

れ
た
際
、
こ
の
花
を
目
に
す
る
こ
と
が

あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
思
い
や
り
、

感
謝
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

ふうすけくんは…
みんなに愛されています♪

「こんにちは赤ちゃん」コーナーの写真を随時募集
しています。詳しくは企画政策課広報広聴係
（☎72-6935）まで。

田口　楓透くん
た　　ぐち　　   ふう すけ

赤ちゃんこんに
ちは

町の世帯と人口
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・世帯数  10,774世帯 (+27)
・人口     23,883人　 (－29)
　    男 11,915 人（－　8 ）
　    女 11,968 人（－21 ）

出生           4 人   (  + 2 )
死亡         49 人   ( +12)
転入       108 人 (－ 23)
転出         91人 (－ 12)
その他        1 人減

（ 5 月 1 日現在・住民基本台帳）( ) の数字は前月比

田代勉三（1892-1974）

那
須
町
と

近
現
代
の
人
々
vol.30

那須の歴史

再発見

か
っ
こ
う 明晴堂眼科医院で使用

された目薬のビン

ば
い
ど
く

令和5年10月生まれ

広報那須がスマートフォンなどで読むことができます


